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<投稿発表>

絶滅危慎種、希少種の繁殖様式の解明と保全方法

附属植物園津久井孝博(環境・飼育系植物管理班)

はじめに

絶滅危慎種や希少種の繁殖様式は、自生地の環境条件と密接に関係しており、特殊化している

場合が多い。したがって、このような種を保護・保全の目的で栽培し増殖を行う場合は、その種

の繁殖様式や遺伝様式に関連した種生態を解析しておくことが必要である。そして栽培者は、こ

れら種の生態を理解し、繁殖様式に基づいた増殖手法を確立し、かっその過程で得られた技術を

個体の緊急避難、増殖や自生地回復に役立てる必要がある。

本園では1993年度より本学天塩演習林内に自生する日本固有種で希少種のサクラソウ科の多年

生草本テシオコザクラ(丘盟叫盆包註白血)とユリ科の多年生草本テシオソウ(raoonolirior1堅盟副を
中心にして、繁殖様式の解明と栽培増殖に取り組んでいる。両種の分布は天塩山系の蛇紋岩の崩

落地帯に限られており、その繁殖様式が生育環境に対して特殊化しているため、種生態に対応し

た栽培・繁殖技術の確立が必要であると考えられる。

本報ではテシオコザクラの繁殖生態、特に花の形態、自家不和合性およひ穂子生産についてそ

の概要を述べる。

花の形態

テシオコザクラの花は、5月上旬から中旬にかけて開花し、 5つの花弁をもっ白色の筒状花を l

花序あたり平均3個つける。サクラソウ属(丘血且i!)の多くの種では、同一種内において花柱や雄

ずいの長さが異なる花をつける個体が存在する現象、すなわち異型花柱(heterostyly)が知られてい

るのarwin，1877)。

A B 

図1 テシオコザクラ(丘回M重国也d担宣)の花の形態Aは
ピン、 8はスラムの花を示す。スケールは5mm
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本種の場合も、花柱の長い花(ピン)と花柱の短い花(スラム)の2タイプが認められる 2型性

(distyly)であることがわかった(Tsukuiet-al，1994)。

図lにテシオコザクラの集団で見られた花の模式図を示す。ピンは(図1A雌ずいより長い花柱

を持つ。その柱頭は花筒の頂部に位置している。一方、スラム(図1B)は花柱よりも長い雄ずいを

持ち、ゃくは花筒関口部付近についている。このやくと柱頭の位置が離れていることは、形態的

に自家受粉が行われにくい仕組みになっていることを示している。

自家不和合性

テシオコザクラの花には形態のみではなく、機能的にも自家受粉を避ける機構があることがわ

かった。受粉実験の結果、自家受粉ではほとんど種子はできないが、異なるタイプの花の花粉に

よる他家受粉では平均56-60%の結実率で種子生産が行われた。このことは本種の花が自家不和

合性を持っていることを示しており、異なるタイプの花の花粉による他家受粉が種を維持するに

十分な量の種子を生産していると考えられる。

このサクラソウ属の花の2型性の遺伝的なしくみは、ある程度解明されている。 2型性は2つの

対立遺伝子SとSで調節されている(Mather，1950;Dowrick，1956)o S遺伝子はスラム、 S遺伝子はピ

ンを発現する。 Sは常にsよりも優性であり、その結果スラムは優性ヘテロ(Ss)でピンは劣性ホモ

(ss)である。 一般に自然集団では交配の組み合わせはスラム(Ss)とピン(ss)聞に限られるため、ピン

とスラムは集団内でほぼ同じ割合となる。

種子生産

自生地におけるピンとスラムの種子生産をみると、両者の種子生産はほぼ等しく(57%，54%F-

test P>0.05)行われていることがわかった。

本種の種子生産には他家受粉が必要であるが、それでは何が花粉を運んでいるのであろうか?

自生地での観察から、花には小型のハナパチなど多くの種類の見虫の訪花しており、その体には

多量の花粉が付着し、脚部には花粉因子を持っていた。このことから、訪花昆虫が花粉媒介者で

あると予想きれる。自生地では結実率が100%の花も見られ、訪花見虫による受粉が大変効率よ

く行われていると考えられる。今後はこれらの訪花昆虫がいかにして高い受粉効率をもたらして

いるかを明らかにしていく必要があると考えられる。

また2型性を調整する遺伝子の組み換えという点から、野外における訪花見虫の活動や受粉行

動が野外の集団内の遺伝子組成に影響を与える可能性が考えられる。

おわりに

テシオコザクラは、異型花柱性、自家不和合性、それらを調節する遺伝機構と花粉移動をつか

さどる訪花昆虫の働きの相互関係によって種が維持されていると考えられる。

このことは同時に、本種のような特殊な繁殖様式を持つ種が人工的な栽培条件下にある場合、

栽培者は採用する栽培方法によって、これら相互関係に影響を与え、子孫の遺伝子組成に変化を

与えうる存在であることを示している(栽培者は、受粉システムに好適な環境条件を整えるか、

時に訪花昆虫の仕事もしなくてはならない)。したがって絶滅危慎種、希少種の繁殖栽培のため

には種生態の調査と理解が必要であると考えられる。
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